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V207b 木曽超広視野高速CMOSカメラTomo-eの開発 － 基本設計の完了
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Tomo-eは東京大学木曽観測所の 105cmシュミット望遠鏡の全視野 (φ 9度)を 84チップの常温駆動CMOSセ
ンサで覆い,計 20平方度の視野を最大 2Hzで観測できる超広視野高速カメラである.Tomo-eの開発は, 要素技術
開発フェーズと基本設計フェーズが完了し,現在,技術実証機の開発フェーズにある.本講演では,これまで 1.5年か
けて構築したTomo-eの基本設計を中心に開発の進捗を報告する.84チップのCMOSセンサは,主焦点の球面上に
配置される.各チップは上面が斜めにカットされた金属支柱を介して基準平板の上に固定される.また,各チップは
熱伝導両面テープにて金属支柱に固定される.あらかじめ測定したチップと平板の製作誤差を考慮しながら金属支
柱を高精度に製作することで,角度の微調整を行わずに, センサを± 70μm以下の精度で配置する.センサ部は常
温常圧の筐体内に納められる.センサの発熱 (総量約 20W)は,基準平板に設置された強制空冷機構付き放熱板を介
して筐体内の空気に放熱された後,筐体外へ排出される.センサの温度は一定に制御せず,外気温に追随させる.こ
のような従来の天文観測装置の常識にとらわれない設計コンセプトを採用することで, φ 50cmの焦点面を覆う超
広視野カメラでありながら,総重量 30kg以下の軽量設計を実現している.本講演では,Tomo-eが生成する 27TB/
夜の動画ビッグデータの高速処理システムや,これから実施する技術実証機の開発計画についても報告する.


